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序
1920年代に郭沫若の新体詩が文壇に登場し、中国近代詩歌に確実な礎を築い
た。目下『女神」に関する研究は多様な成果を上げている。五四精神､浪漫主義、
自我の躯歌、愛国精神など評価は多方面に渉る゜文学史において、「女神」は五
四時期浪漫主義思潮の代表作品というのが定評である。中国の近代文学研究は、
これまでとかく××主義、××思想を全ての文学作品をはかる基準にしてきた。
郭沫若の近代詩はその基準に適った典型となった。しかしそもそも浪漫主義の本
質はなにか？近代自我の起源は何処にあるのか？「女神」と近代的自我とど
う関係しているのか？そもそも｢女神｣が生まれる背景や契機は何だったのか？
このような基本的な疑問は案外と解明されていない。
朱寿桐氏は浪漫主義文学研究の中で特にその周辺性を重視した。その著書『中
国現代浪漫主義文学史論」で氏は次のように指摘する。「浪漫主義概念の本質は
空間的には周辺性、時間的には非古典性、傾向的には非正統性、風格的には非現
実性、およびこの四つの特性の融合である。芸術の主体の周辺的心理状態は浪漫
主義の諸要素の中において決定的な要素となる｡」’と。ここでは朱氏は浪漫主
義と現実主義（リアリズム)、ヨーロッパで発生したこの二つの文学思潮が現代
中国の時代環境の中で変形し、周辺と中心の状態を形成したと考える。氏は、浪
漫主義は「周辺化した心理状態の活発な表現であり、周辺から中心に向かって詩
的突進をする精神軌道である」２と言う。氏の指摘は、われわれに浪漫主義につ
いて－歩進めて、より深くその`性格にアプローチする手がかりを示してくれた。
魯迅が「摩羅詩力説」を書いたのは日本留学中である。胡適が新詩を試みたの
はアメリカ留学中である。胡適の“反抗”と“行動,’は“迫上梁山”の孤独の中
で行なわれた。郭沫若の「女神」は日本で誕生した。魯迅、胡適、郭沫若はみな
異国に身をおき、祖国から見れば、遥か遠い“周辺，，の地において新文学の第一
歩を踏み出したのである。五四運動期に魯迅、胡適はすでに帰国したが、郭沫若
は九州福岡にいた。彼は海を隔て、祖国の新文化運動に心を寄せた。この時期、
彼は中国文化の中心から遠く離れていたし、日本においてさえ近代文明の中心で
あり、中国留学生が最も集中する東京から遠く離れ、いわば“田舎”である九州
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に“蟄居,，していた。このような空間的な周辺』性はこの時期の彼の心理状態を支
配し、「女神』の底流に潜在していた。
『女神』はその出版当初から賛否の評価がはっきり分かれた。当時の青年たち
は強烈な鼓舞を受け､熱狂的に『女神」を歓迎した。一方､文人と学者からは“節
度がない"、“単なるスローガン"、“内的含蓄を欠いている，,と冷やかな批判を受
けた。この二分した評価が今日においても見られる。一部の学者あるいは文人は
｢女神』に否定的な態度をとりながらも、同時に中国近代詩歌に最も大きな影響
を与えたのがまた『女神』であることを認めざるを得ない。このような現象はど
うして起こるのか？その原因はまさに『女神』の特質一周辺性、非古典性、
非正統性一にあるのではないだろうか。
『女神』の特質を考える時に、日本という文化的環境、風土が必然的に関わっ
てくる。筆者は「郭沫若の留学体験一“風景，，と内面の発見」３という小文に
おいて、“風景，,の発見が郭沫若の口語詩創作に重要な‘`突破口，，或いは契機と
なり、“風景”の発見が『女神」の歴史的意義とかかわる重要な要素であると指
摘した。本論文はこの観点から、“風景，,の発見を五四新文化運動と関連し、郭
沫若の口語詩誕生の契機及びその意義を論証する。
－，“風景，，発見の瞬間
われわれは、『女神」についてよく「自我精神の高揚を躯歌」したものとして
評価する。しかしこの時われわれは性々にして“自我，,を頭の中に初めからある
ものと考える。柄谷行人が『日本近代文学の起源」において指摘したように､｢近
代文学を扱う文学史家は“近代的自己”なるものがただ頭のなかで成立するかの
ような考え方をしている。しかし、自己が自己として存在しはじめるには、もっ
とくつの条件が必要なのだ｡」４「客観物なるものは、むしろ風景のなかで成立
したのである。主観あるいは自己もまた同様である。主観（主体）・客観（客体）
という認識論的な場は、“風景，,において、成立したのである。つまりはじめか
らあるのではなく、“風景，，のなかに派生してきたのだ｡」５外界物と認識論の関
係はヘーゲル、フッサール、ハイデッカーにおいては重要な命題である。この文
の"風景"は英語のLandscapeと同じ意味を表すが､オランダの精神病理学者ファ
ン･デン･ベルクは、それまでの現象学を心理学の領域に導入し、近代自我と“風
景”の発見の内在関係を論証している6．
風景の感知は認識論では、単純に視覚の問題ではない、むしろそれは概念の優
位'性の転倒によって可能になる。すなわち、“風景”の発見は過去から現在に至
る直線的な歴史のなかではなく、転倒した時間のなかで実現したのである。柄谷
行人が示唆するように、近代以前の人々は“風景，，を知らなかった。彼らは外界
の風景よりむしろ概念によって規定された風景を見ていた。南画のなかの山水は
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大抵概念的な象徴物として描かれている。古典詩の風景も一定の象徴或いは概念
を表している７゜ヨーロッパにおいて、．`風景”の出現はルネサンス時代からと
言われている。ファン．デン．ベルクは、レオナルド・ダ・ヴインチの「モナ
リザ」にある背景の風景がヨーロッパに出現した最初の“風景,，と見ている。「モ
ナリザは風景から疎外された最初の人間である。背景の風景はまさに風景として
初めて描き出された最初の風景だ。それは純粋な、人為の入っていないものであ
り、中世の人々が知らなかった自然である｡」８とその著書「TheChanging
NatureofManjで論じている。すなわち「モナリザ」は中世以来の宗教美術の
伝統一自然がいつも描かれている人物の背景として存在し、キリスト教的概念
を象徴する－を覆し、自然を形象から解放して、本来の面目を現わしたのであ
る。
ヨーロッパにおいて、“風景”が初めて文学のなかに登場したのは１８世紀ロマ
ン派の作品においてである。ルソーはその『戯`悔録」と「新エロイーズ」に彼自
身の流浪する周辺存在者としての心理と．自我"への注視を著わしたのみならず、
同時に人々に大自然一アルプス山脈一の美しい姿を伝えた。1720年代彼は
２回アルプス越えを体験した。その体験はロマンティックな描写によって生き生
きと描かれ、高山が異質な空間といういままで人々が抱いていた考え方を覆し、
アルプスへの関心を呼び覚ました。近代登山はこのころから始まった。
郭沫若が日本留学中に得た大きな収穫の一つは“風景”の発見だと筆者は考え
る。彼はかつてエッセー「自然の追懐」において、「私の文学活動期は九州大学
で学生生活を送っていたころである。そのころ私は日本の自然と人事に題材を得
ていた。書いたものはたいてい新しい様式をとっていた｡」９と回想している。
しかし、その時期はもっと早く、彼が来日した1914年に遡る。この年の１月に
東京にやってきた彼はそれから半年の猛勉強によって東京第一高等学校の入学試
験に合格し、官費留学の資格を勝ち取った。当時日本の学校の新学期は９月であ
る。彼はひと夏を房総・北条の海辺で過ごした。ここで、彼は生れて初めて海
水浴を体験した。「自然の追懐」に彼は次のように回想する。「北条鏡浦は風のな
い時はまことに鏡のように穏やかである。海に飛び込んだときに、ふと故郷四川
の蛾眉山麓が脳裏に浮かんだ。私はあたかも蛾眉山麓の水に泳いでいるように思
えた。しかし、私は水泳の経験がなかったので、口を開けたまま海に飛び込んで、
勢い潮水を飲んだ。それは塩辛い水であった。まるでスープを飲んだようだ。こ
の瞬間、私は空気を吸ったことのない赤ちゃんのことを思いだした。赤ちゃんは
初めてこの世紀の空気を吸った時に恐らくいまの私と同じように困惑するだろ
う、と。しかし房総での僅か二ヶ月の海浜生活は十二分に私を愉快にさせてくれ
た｡」10この追`億は重要な問題を二つ示している。－、日本留学まで、彼は故郷
の何で泳いだことがなかった。二、房総の海辺で味わった,愉快な体験は、故郷を
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遠く離れた異国で体験したもの、すなわち故郷の様々な束縛から放たれたところ
で得たものである。“風景，’はまさに人々が生活上の様々な束縛、概念から解放
され、自由に自然に相対するとき初めて現われるのである。“風景”は人間の内
面と観照し合い、外在的でありながら同時に内在的である。郭沫若が体験した自
然は日本の房総海岸であり、それは彼の意識に映る－つの“風景”に違いないが、
この“風景”は彼に懐かしい故郷の山水を想起させる。故郷で暮らしていたとき
あまり意識しなかった蛾眉山の風景が突然現われた。故郷の“風景”は実は遠く
故郷を離れた異国の地で彼と趨遁した。この瞬間､蛾眉山の“風景”は初めて``内
的風景,，として彼の前に現われたのである。
日本留学十年の間、郭沫若は東京から岡山岡山から九州と生活の地を移した。
千葉房総の海、岡山の東山、操山、旭川、四国の瀬戸内海、九州の十里松原、博
多湾、太宰府、門司の筆立山、日本の美しい自然が彼の詩歌に度々現われる。彼
は日本の自然美を愛で、たびたび“風景，，と避遁した。避遁するというのは、彼
が出逢うその“風景”にはいつも故郷の山水の記憶が介在するからである。それ
は「桜花書簡」の多くの手紙に、また『女神」の多くの詩に残されている。
二、登山体験
郭沫若の日本体験の中で水泳と並んでもう一つの体験も重要である。それは登
山である。いままで郭沫若と登山についてほとんど注目する人がいなかった。し
かし“風景”の発見という点において、彼の登山体験は重要な意味をもつ。
1914年夏、郭沫若は房総の海辺から故郷の父母宛てに手紙を書いた。書簡の
なかで父母に蛾眉山登山を勧めている。彼が初めて山登りを試みたのは1915年
岡山第六高等学校在学時代である。六高の近くに東山と操山があり、彼は何度も
山登りを楽しんだ。「自然の追懐」に次のような記述がある。「月夜にたった一人
で東山の山陰を俳個した。足音が周囲の美しい寂真を破るので、私はいつも下駄
を脱いで裸足で歩いた｡」操山では、彼は「放課後いつも子供のように学校の右
側から遠回りして山登りに行った｡」山頂で夕日を眺めて、「濃厚な紅の夕日の輝
きが天いつぱいに広がり、透る血液のようだ。この偉大な時空に身をおき、霊感
が怒涛のように湧き出た｡」’1と。また1917年岡山に移り住んだ頃、父母宛ての
書簡に、「蛾眉山を遊歩されましたか。ヨーロッパ人は最も登山を好みます。近
来日本も大いにこれを奨励しています。登山は精神修養と身体健全に共に莫大な
影響を齋します。私は昔夢で登山して、詩を一句得ました。“天空独我高”（天空
独り我高し）と。近来しきりに（蛾眉山に）登り、この－句の真意を確かめたい
と思います｡」’2と、登山に触れている。1918年３月弟宛ての書簡にも似たよう
な件が見られる。「私たち兄弟は長く蛾眉山麓で暮らしてきたが、まだ一度も蛾
眉山に登ったことがない。本当に可笑しなことです。以前夢に登山して詩句を得
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ています。“i府臓群山小、天空独我高'．と。試しに一度山に行ってその光景を確
かめて来てくれませんか｡」’3これらの書簡から、郭沫若は故郷で泳いだことが
なかったと同じように､一度も蛾眉山に登ったことがなかったことが明白である。
彼は「今津紀遊」の冒頭でも認めたように、「私は峨眉山麓で育った。故郷で十
数年過ごしてきたが、一度も蛾眉山に登ったことがなかった。いま海外にいて、
万余里も離れて、故郷の明月を思い、山上の風光を渇望している｡」’4故郷の月、
蛾眉山の風光に対する郭沫若の渇望は紛れもなく日本の風景から触発されたもの
である。“風景”の発見は彼自身の原風景に通じるドアを開け、故郷の風景が初
めて彼の内面世界に現われたのである。
登山については、郭沫若は父母、兄弟宛ての書簡に度々言及しているし、「三
葉集」「自然の迫`懐」「今津紀遊」及び「女神」にも言及が多く見られる。郭沫若
と登山の問題はいままでほとんど注目されなかった。しかし、登山と水泳は郭沫
若が最初に西洋文化に接し、自我意識の目覚めを促す重要な体験であった。今日
われわれがこのことに気づきにくいのは、登山も水泳もすでにスポーツとしてあ
まりにも日常的なものとして!慣れてしまったからである。われわれは登山あるい
は水泳から自我の確立、主観の認識問題を連想しない。しかし、近代文明が初め
てアジアに伝わってきたころ、西洋の多くの具体的な事項、例えば登山と水泳は
確かにアジアには新鮮な意味をもたらした。従って、文学研究に当たり、作者の
生活環境や社会背景に遡行し、作者の心理や思想にできるだけアプローチするこ
とは不可欠であろう。では、郭沫若は何故登山に注目したのか？ここに二つの
歴史的要因が考えられる。１．彼が留学した大正時代はちょうど“大正登山ブー
ム，，の時期と重なる。スポーツとして、登山はスキーと連携して、“岩と雪”の
征服を新たな目標として掲げた。２．ルソーの自然主義思想の影響である。
１．近代スポーツの普及は社会的発展を前提とする。日本は明治以前には純粋
にスポーツとしての登山はまだなかった。昔から高山は神祇・修行の場、ある
いは鬼神の域として恐れられてきた。明治中期ころにスポーツとして登山が初め
て日本に現われる。イギリス人ガウランド（Gowlandl842-l922）とウェストン
(WalterWestonl861-l940）らによって近代登山がもたらされたのである。彼
らが初めて日本中部にある槍ヶ岳に登頂し、1896年にウェストンが「日本アル
プスの登山と探険」（iMOUNTAINEERINGANDEXPLORATIONINTHE
JAPANESEALPSj）を出版した。日本アルプスはガウランドによって命名され
た。1902年に小島烏水は日本人として初めて槍ヶ岳登頂を果たした。ウェスト
ンより遅れることｌ1年である。同年に「日本山岳会」が成立し､大衆的登山ブー
ムの到来を告げた。登山ブームを促進した要因にはまた志賀重昂の『日本風景論」
があった。注目しなければならないのは、当時の日本登山者に文筆者が多かった
点である。小島烏水は雑誌「学灯」の編集者であり、また彼自身も作家であった。
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志賀重昂は雑誌「日本人」の創刊者、評論家であった。彼らの登山記と登山に関
する著書は日本人の山への関心を大いに刺激した。郭沫若が留学したころは、登
山はすでに新たな段階に入っていた。すなわちスキーと連携して、“岩と雪，,の
征服を新たな目標として目指した“大正登山ブーム，,時代である。この頃は、中
学生から大学生、更に一般民衆に至るまでみな登山チームを作り、山を目指した。
当時の新聞には毎日のように登山記や登山報道が見られる。登山は社会的なブー
ムとなった。近代登山はそれ以前の信仰登山を脱し、登頂を目的とする－つのス
ポーツとして定着した。郭沫若の留学生活はまさにこのような社会的ブームのな
かにあった。彼は書簡に「ヨーロッパ人は最も登山を好みます。近来日本も大い
にこれを奨励しています｡」と記したのはちょうど当時のこのような社会現象を
反映している。
２．ルソーの自然思想が明治日本の自由民権運動及び自然主義文学に大きな影
響を及したことはよく知られているが､同時に近代登山にも大きな影響を与えた。
近代登山はヨーロッパから発生したスポーツであるが、中世ヨーロッパ人にとっ
て、高山は妖魔の集まるところであり、旅行の障害物であった。ルソーのアルプ
ス体験とその『徴,悔録』と『新エロイーズ」はいままで人々が山に抱いた考えを
覆し､美しい大自然の魅力を見せつけた。郭沫若は留学中にルソーに関心をもち、
｢繊悔録」と「新エロイーズ」を愛読した。詩集「女神」に「盗賊礼讃」という
詩があり、ルソーの自然回帰の思想を躯歌している。「今津紀遊」では九州での
登山中にルソーがアヌシ山でガレ嬢、グッラフェンリード嬢と趨遁したことを想
像した。これらはみな郭沫若が留学中にルソーに強い関心を持ったことを物語っ
ている。
三、“風景，，と‘`内面,,
柄谷行人はレオナルド・ダ・ヴインチの名画「モナリザ」について、特にモ
ナリザの化粧を施されていない素顔に注目した。「風景は以前からあるように、
素顔ももとからある。しかし、それが単にそのようなものとして見えるようにな
るのは視覚の問題ではない。そのためには、概念（意味されるもの）としての風
景や顔が優位にある“場，，が転倒されなければならない。そのときはじめて、素
顔や素顔としての風景が“意味するもの”となる。それまで無意味と思われたも
のが意味深く見えはじめる。．､内面”ははじめからあったのではない。それは記
号論的な布置の転倒のなかでようやくあらわれたものにすぎない｡」'5ここの“記
号論的な布置の転倒,，とは既成概念としての風景と人間が感知した自然風景とが
認識論的価値における転倒を意味する。柄谷行人のこのような考え方は基本的に
ファン・デン・ベルクを継承している。ファン・デン・ベルクは「The
ChangingNatureofManjにおいて、「モナリザ」の“人に疎外された風景,，と
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"風景に疎外された人間，，に注目し、「モナリザ」のなかの風景はヨーロッパ最初
の風景として描かれた風景だと指摘した。柄谷行人はこの観点を踏まえて、「モ
ナリザという人物の微笑はなにを表現しているのかと間うてはならない。そこに
"内面性”の表現をみてはならない。おそらく事態はその逆なのだ。“モナリザ”
には概念としての顔ではなく、素顔がはじめてあらわれた。だからこそ、その素
顔は“意味するもの,,として内面的な何かを指示してやまないのである。このよ
うな転倒は、風景が形象から解放され“純粋の風景”として存在したことと同時
であり、同一である｡」’6と言及する。これはまさに近代的意識がその端緒を現
わす瞬間である。‘`風景'，の発見は“内面”の発見と同時であり、‘`素顔”は内面
の“声，，あるいは内面の意味として現われる。それは中世の形象的、概念的空間
とまったく異なる等質の空間においてはじめて可能になるである。
認識論の深化は必然的に心理学の出現を導き出す。柄谷行人は近代文学史家を
批判して、「"近代的自己，,なるものがただ頭のなかで成立するかのような考え方
をしている。しかし、すでにいったように、自己が自己として存在しはじめるに
は､もっとくつの条件が必要なのだ｡」'7と指摘する。彼は心理学的観点を援用し、
.`意識”を最初からあるものではなく、“内面化．の過程で派生したものと見る。
外界と内面の分化は外界の抑圧一リビドーが外傷を被って内向化する－こと
による。“意識”は“内面世界”の発見、心理上の内外界の分化及び抽象的思考
言語と密接な関連をもつ。彼は、“真の自己”は自分に最も近い“声，，が優位を
占めるときに成立し、この時内面に始まり、内面に終わる“心理的人間”が初め
て現われると考える。認識論における近代と前近代の分岐点はこの内面の発見と
その表現にあると言える。
ルソーが近代文学に与えた影響は、ジェン・スタロバンスキーが指摘するよ
うに、作者は自分と読者の間にあった“第三者''一神一の真実性を超え、作
品に直接自己を現わす。自己の体験の真実性を読者に訴えるという新しい文学態
度を創出したことである'8．われわれはそこに浪漫主義特有の非古典性、非正統
`性、従って周辺`性を見てとることができる。ルソーの斬新さは自己と言語の新た
な結合にあり、言語を直接主体に結びつけ、内面の“声，,を表現したことである。
｢徴悔録」がその代表と言えよう。そこに作者がアルプス山中で発見した“風景，,
や、作者の静かな告白、内面への深い内省が描かれている。彼の`戯`梅は教会でで
はなく、アルプスの“風景”のなかで､村或いは友人の家で行なわれた。「繊悔録」
と「新エロイーズｊの文体とそこにある自己表現はそれまでのヨーロッパにはな
かったものである。
このように、近代人の内面表現は根源的に言語活動と緊密に関わっていること
が明らかである。言語表現の動機は古典の踏襲や概念と形式の重視から個人内面
の“声'，の重視へと変化していく。表現する主体、言語と感情とが一体となる。
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明治時代に起こった言文一致運動はこの変容の発端となった。
郭沫若の場合は、第一節に触れたように、彼が自然に接し、風景に開眼したの
は日本においてである。日本の自然の中で彼は人類がもっている時間､空間的"驚
遠性,，（遠くへばかり目指したがる習`性）を見出した。“風景,,の発見は彼に故郷
の風景を感得するドアを開けると同時に、彼の目を内面世界へと導く。近代口語
詩創出の原動力はここにあると見るべきだろう。古典で育った彼ではあったが、
留学中にその古典に疑問を抱き、再理解を試み始める。「桜花書簡」において、
彼は蛾眉山に登ったことがないと告白し、自分が作った詩句“傭ｉｉｉ群山小、天空
独我高”の真実'性を反省する。「浪花十日」においては、「およそ海を見たことの
ない古人が作った嘘であろう、よく“無風不起浪,,（風なければ浪起こらず）と
いうが、実際のところ、海にはよく風もないのに波があったりするものだ。ふと
混沌の脳裏に一句浮かんだ。“挙世浮沈庫似海、了無風処浪頭高，，（世を挙げて浮
沈すべて海に似たり、風の了無する所に浪頭高し)｡」ｌ９この詩句は当時の彼の心
情を海と浪をもって表現したものである。「浪花十日」が書かれたのは1937年夏、
郭沫若が日本に亡命して９年目の頃である。日々警察と特高の監視を受けていた
彼は、夏休みに家族と今津に海水浴に来ても、警察がついて来る。その折、周作
人が来日し、東京で多くの文人墨客の歓迎を受けた。その折、周作人が郭沫若に
面会を申し込んできたのである。二人の境遇の違いは歴然としている。郭沫若の
心中は穏やかでなかったであろう。彼は自分と周作人の処する状況を“挙世浮沈
揮似海，,と、自分の憂欝な心中を‘`了無風処浪頭高，，と表現した。自分の内面世
界を海と浪に重ねて吐露したのである。
ともかく、日本の山、日本の海はその後彼が“内在律"、詩の音楽的リズムを
発見する契機となった。彼は詩の中にある既成概念に疑問視し始める。例えば、
それまで山と言えば聖人、仙人、隠者を連想する。水と言えば無常、流転を連想
するなど。彼ははっきりと詩歌を研究するには、「心理学の方面、或いは人類学、
考古学の方面一わが国の考拠学ではなく－から着手し、その発生史を研究し
て初めて耀きが出て、科学的研究にあるのだ｡」２０と宣言した。また詩の内在律
については、「詩の精神は内在的韻律にあり、平上去入や句の中の押韻などでは
ない！」２１と言い切る。ここに明らかに.`記号論布置の転倒”はすでに郭沫若の
思考意識に現われている。文学を遡行し、その本質にアプローチする彼の姿勢を
ここに見てとることができる。これが彼の口語詩創作の理論的中核となった。
四、“言文一致,’ヘの指向
西洋と東洋の近代文学の出現にはみな一つの特徴を示している。それは"形象，，
と“声，,の優劣位置の転倒である。日本は古代より中国の影響を受けて来た。奈
良時代から今日まで漢字は日本語表現のなかで重要な部分を占めてきた。明治期
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に起こった“言文一致，,運動は言うまでもなく言語制度の革命であった。その目
的は“形象，，（漢字）と古典韻律とを抑圧し、“音声”の優位を確立させることで
あった。文学表現は久しく続いて来た漢文、韻文の形式によらずに、最も内面に
近い音声の表現形式を模索し始めた。小説では、国木田独歩、夏目漱石、志賀直
哉が近代小説の基礎を築いた。詩歌では、島崎藤村、上田敏らが翻訳と創作の両
面から近代口語詩を確立させた。
一方、中国の近代文学もやはり白話運動から始まった。詩歌では､２０世紀初頭、
胡適と五四運動の主導者たちが新詩（口語詩）の突破口を模索し始めた。胡適は
早くもアメリカ留学時代から新詩創作を始めた。「文学改良舞議」（1917年)、「歴
史的文学観念論」（1917年)、「建設的文学革命論」（1918年)、「談新詩」（1919年）
はみな白話運動と新詩運動に関する草分け的な論文である。彼は言語と詩歌の韻
律に注目した。白話によって書かれた詩歌は古代のどの時代でも見られたが、定
型詩がずっと主流を占めてきた。胡適は初めて歴史的観点から文語詩に対する批
判的止揚に挑んだ。彼は言語の演変を重視し、「死んだ文字は決して生きた文学
を生み出せない」と断言し､新しい言語制度の構築を提唱した。彼は｢談新詩｣に、
｢中国近年の新詩運動は“詩体の大解放”と言える。この詩体の解放があったか
ら豊富な材料、精密な観察、深い思想、複雑な感情が初めて詩に表現されるよう
になった。五言七言八句の律詩は決して豊富な材料を容することができない。二
十八文字の絶句は決して綿密な観察を描けない。長短一定の七言、五言は決して
深い思想や複雑な感情を椀曲的に表出することができない｡」２２と、指摘する。
彼は固定形式や概念を打破し、直接に切実の材料、観察、思想と感情をただ今の
言葉、自然の音節によって表現することを追求した。新詩についての胡適の考え
方のうち､最も斬新で､重要な視点は“歴史的文学観”である。文学は時代を追っ
て変遷する。「各時代の文学はおのおの社会の風格に従って変わり、おのおのそ
の特徴をもつ｡」従って、「進化論の観点から見ても、古人の文学が今の文学より
勝っているとは決して言えない｡」２３胡適の新文学思想は多く進化論とアメリカ
実験主義の影響を受けているが、“歴史的文学観”は今までの文学史に対する根
本的な反省と言える｡これはこれまでの中国文学史において初めてのことである。
詩歌のリズムについて彼は心理学の手法を用いて詩歌について具体的に分析し、
詩歌の表現については“語気の自然なリズム”と“文字の自然調和”を提唱し
た24．詩集『嘗試集」（1919年）に収められた詩歌は胡適が自分の提唱した新詩
を実現するための大胆な実験である。それらの多くは改行詩で、平灰と脚韻に拘
らない口語詩である。
銭玄同もまた五四期白話運動の重要な人物であり、これまでの文学文化に激し
い攻撃を実行した知識人の一人である。彼は文語に反対し､白話を文学の“正宗”
と主張し､雑誌「新青年」で積極的に白話文運動を推進した。彼は胡適「嘗試集」
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のために書いた序文に、「古人が文字を作った時は、言語と文字はきっと一致し
ていた。なぜなら、文字は本来言語の記号であり、口にその音を発して、手では
その音の記号を書く。決して書いた記号が口に話している音と違うことがないは
ずだ｡」２５と書いている。文字表現については、象形と表音の関係という問題が
残るとしても、銭玄同は文字の音声表現機能に注目したことは明らかであり、こ
のことは白話表現にとって重要なことである。彼は、文字は声を直接に表わし、
更に極端に走って、漢字を廃止し、併音（発音符語）を用いることを提唱した。
歴史家朱希柤も文言を批判し、雑誌「新青年」第六巻に「白話文の価値」を発
表した。文言文について彼は、「文言の文を作るとき表現は必ず含蓄にし、直接
に言ってはいけない。故に言葉は典故、或いは古語を使う。文を捻るときは或い
は簡潔、或いは古めかしく奥ゆかしく表現するに務める。だから彼らの語句はわ
ざとらしい、嘘っぱちに見える。まるで芝居の演者が仮面を被って、本当の面目
を隠すようである。白話の文は本当の面目をそのまま出しているから、そのよう
なことはない｡」２６と批判している。彼の着眼点は主体と言語表現の関係である
ことは言うまでもない。これは第三節で見て来たレオナルド・ダ・ヴィンチ「モ
ナリザ」に見られる素顔に関する柄谷行人及びファン・デン・ベルクの論述と
かなり共通している。口語表現が言語制度として成立したことは、言語と概念の
"記号論布置の転倒”の大革命であり、“音声''一内面一がついに優位を勝ち
取ったことを意味する。
もう一つ注意すべき点は、五四運動を推進した主な知識人、いま挙げた胡適、
銭玄同、朱希柤、彼らはほとんど海外留学の経験をもっていた点である。彼らは
日本或いはヨーロッパ、或いはアメリカで文化と思想の啓蒙を受け、西洋の科学
思想、哲学思想を中国に持ち帰った。それが中国の新文化運動に新鮮な刺激と啓
発となった。
胡適らは積極的に口語創作を提唱し、“生きた文字”を使って新しい文学を作
り出そうとした。そのために新しい表現形式を作り出す必要'性を感じた。彼らは
すでに言語表現と心理の関係に気づいたが､しかしまだ系統的な理論がなかった。
1940年代美学者朱光潜27の「詩論』（1942年）が世に出て、われわれは詩歌につ
いてのより具体的、より系統的な論述を見ることができた。朱光潜は心理学、言
語学及び美学の角度から詩誕生の過程とその表現原理について分析した。彼は詩
における情緒、リズムの働きを重視し、「リズムは音調の動態であり、情緒への
影響が大きい。リズムは情緒を伝える最も直接的、しかも最も有効な媒介だと言
える。なぜなら、それ自体が情緒の重要な一部分であるから｡」２８と論じている。
ここでのリズム論は基本的に古典詩を対象としている。朱光潜の詩歌研究の対象
は主に古典詩である。彼は言語の音節と古典詩の韻律の関係を詳細に分析し、古
典詩の駒法の欠点に気づいた。『詩論』において彼は次のように指摘する。「中国
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古典詩法の最も大きい弊害は駒書に拘泥し、文字の発音が時代と地域に従って変
化することを無視している｡いま流行している駒書は大半が清朝の侃文駒である。
もしいまわれわれが使っている駒の大半が千何百年前と同じものだとしたら、少
しでも言語音声史を知っている人であれば誰でもこの仮定は大変荒唐無稽である
と分かるだろう｡」２９と。詩歌について、朱光潜もやはり“音声,，優位の基本態
度を採っている。彼は詩歌を思想や感`情と言語の完全調和の心理反応と位置付け
る。従って現代の詩は古代の韻法で作るべきでないと考える。しかし彼自身が｢詩
論ｊ附録「新詩を書く若い友人へ」に告白したように、「この二十年来私はほぼ
毎日詩を読んでいるが、ついぞ詩を－首も自分で作ったことがない｡」３０彼はす
でに古韻が現代の言語表現にそぐわないことに気づき、そして、古典詩について
いままでになかった理論的研究を試みた。しかし、自ら詩歌創作の経験がなく、
古典詩の分析と批判に止まり、ついに近代詩の道を見出せなかった。
胡適が「新青年」で白話文学を提唱したころ、郭沫若は日本留学中であった。
五四運動（大正八年）が勃発した頃、郭沫若は九州帝国大学医学部に在学してい
た。彼は胡適の「文学改良舞議」も「歴史的文学観念論」も「談新詩」も読まな
かったが、しかし、そのような状況のなかで、彼にも時代の脈拍を感じたかのよ
うに、激しい詩の発作に襲われた。口語詩の創作はこの頃から始まり、ついに詩
集『女神』を誕生させた。
郭沫若は留学する前にすでに口語詩の啓蒙を受けていた。民国二年（1913年）
高等学校でアメリカ詩人ロングフェロー（Longfellow）「矢と歌」という詩を読
んだ時、その平易な英語に彼は「異常に清新さを感じ、まるで初めて“詩,,に出
逢った」ように感じた。詩の単純な反復に彼は「詩歌の真の精神を悟った」３１と
言う。彼が感じた“清新”は、これまで諸んじるほど覚えたがあまりその美を理
解しなかった中国の古典詩歌とははっきり対照をなしている。日本留学中に彼は
タゴール、ハイネ、ホイットマンの詩を読んで、その“清新'，“平易”．`明朗，，ざ
に大いに驚いた。彼が驚いたのはその詩歌に詠まれている`情緒だけではない、そ
の“脚韻がない，，、“定型反復”の文体は彼に詩の視野を開いてくれた。『女神』
に収められた山を詠い、海を詠い、愛と悲しみを詠ったすべての詩歌はこの“驚
き，，の刺激を受けたものであると言える。無論、西洋近代詩歌の影響は彼の詩作
に限るものではないし、また彼は中国の古典詩をそれきり捨ててしまったわけで
はない。それどころか、むしろ西洋詩から啓発された感`性が中国古典詩の美の再
発見に役立ったのである。留学期も､その後も彼は古典風の定型詩を書き続けた。
(郭沫若の漢詩について別に論じたいと考える｡）
近代口語詩において、郭沫若は二つのことを突破した。一つは形式の突破であ
る。もう一つは表現の本質への突破である。この二点はいずれも“記号論的布置
の転倒,，のなかで実現されたものである。「芸術は内面から発生し、魂と自然の
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結合である」３２と、『三葉集』において、郭沫若は田漢、宗白華と詩歌の起源と
その本質について討論した。また、「詩はわれわれの心の詩意と詩境の純真な表
現であれば、命の泉から流れ出るＳtrain、心の琴から奏でるMelodyであれば、
命の戦懐、魂の叫びであれば、それが真の詩だ、いい詩だ｡」３３と言う。「詩の原
始細胞はただ単純な直覚､揮然な`情緒」弧であり、彼は．｡直覚'，を詩の“細胞核，，、
"情緒,，を“原形質,,、“形式,,を‘`細胞膜,，と嗽え、“細胞膜，’は“原形質”から
分泌される。つまり形式は,情緒によって決まると考えた。従って彼は､他人が作っ
た既成の形式の踏襲に反対し、形式において“絶対の自由、絶対の自主''３５を主
張した。宗白華宛ての書簡に、「詩の生成は自然物の生成と同じ、些かの造作も
混ざってはいけない。新詩の命はここにある。古人は彼らの言葉で彼らの情懐を
表わす。それらはすでに古い詩となった。今人は私たちの言葉で私たちの生趣を
表わす。これが新詩である。詩の文字が情緒自身の表現になる。この体相一如の
境地に至って初めて真の詩、よい詩が生まれてくるのだ｡」３６と書いている。こ
こに彼自身の新詩創作の動機ははっきり表明されている。それは、古典の踏襲、
既成概念と形式の重視から脱却し、内面の“声，，を直に表現し、主体、言語、感
`情が緊密に融合した状態を追求することである。
郭沫若の新詩理論が心理学、生物学及び西洋の文学理論に負うところが多いの
は見てきた通りである。「論詩三札」において、彼は「詩の精神はその内在駒律
にあり、内在駒律はすなわち“情緒の自然な消脹（起伏),’である。これが私は
心理学において求め得た一つの解釈である｡」３７と指摘する。「論詩三札」は１９２１
年に書かれている。このことは、『女神」創作期に彼はすでに心理学から詩歌に
ついて理論的に研究し始めたことを物語っている。その後「文学の本質」（1925
年)、「論節奏（リズム)」（1926年）において、一貫して心理学と歴史的文学観
によって詩歌の生成とその本質を系統的、理論的に論じている。詩の内在的要素
について､彼は“情緒，，と“節奏（リズム)'，を重視した。「文学の本質」で彼は、
｢文学の原始細胞に含まれるのは純粋な"情緒,，の世界､その特徴は一定の節奏（リ
ズム）にある。節奏（リズム）は詩と同時にあり、先天的で、決して第二次的と
か、‘情緒を美しくするとかというものではない。心的現象において、,情緒は時間
の要素と感`情の延長を付加されたもので、それ自身一種のリズムをもってい
る｡」３８ここで彼はリズムの内在』性、原始`性を強調し、いかなる外来形式の支配
をも否定する。リズムについて彼は「論節奏」に更に詳しく分析を行ない、新詩
と古典詩の違いは、「旧体詩は詩の外に音楽の効果を施した。詩の外形に駒語を
用いることによって、詩を音楽と結びつける。私は裸体の詩は音楽効果の駒律を
借りないで、情緒の動きを直杼するもの、これが所謂散文詩、自由詩であると考
える。＿定の外形の駒律がないが、それ自体はリズムをもっている｡」３９という。
この“情緒，,と“節奏（リズム)，,の考え方は郭沫若の新詩創作のために確実な
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理論的基礎となった。同時に古典詩に対する認識も以前より一段と深まった。
1919年代郭沫若は五四運動の中心人物たちとは約せずして近代口語詩の試作
を始めた。歴史的観点によって詩歌の発生を解釈し、心理学の方法によって詩歌
の本質を分析する。詩歌についての郭沫若の理論的思考は胡適の新詩論を更に－
歩進めた。後の朱光潜の詩論にも近似するものである。
五、郭沫若の新詩実践
「女神ｊの近代的意義の一つは内面の“声”を発し、音声の優位を掲げたこと
である。われわれはいま『女神』のいくつかの詩から音声優位の特徴を見ること
ができる。その特徴を挙げると、第一人称“我”の頻用、感嘆詞、感嘆符語の頻
用、英語の使用などがそうである。
「女神』に登山から発想した詩がある。「筆立山頭展望｣、「登臨｣、「梅花樹下酔
歌」などは郭沫若が実際の登山体験から創作した詩である。「筆立山頭展望」は
九州門司の筆立山に登った時の作品である。作者は筆立山頂から展望した門司地
方の,情景を詠っている。
筆立山矢展望
大都会的ｌｋ樽Ｉ！牙！
生的鼓幼冴１
打着在，吹着在，ロリ着在，……
畷着在，Ｅ着在，跳着在，……
人的生命便是箭，正在海上放射肝１
黒況汎的海湾，停泊着的乾船，遊行着的雑船，数不尽的乾船，
一枝枝的烟筒都升着黒色的牡丹肝１
峨峨，二十世妃的名花！
近代文明的泙母肝！
大都会の脈拍抑
生の鼓動抑
打っている、吹いている、叫んでいる……
吹き出している、飛んでいる、跳ねている……
命は矢、海に放たれたよ！
暗い海岸、停泊中の汽船、進行中の汽船、無数の汽船、
煙突にみな黒い牡丹を咲かせているよ！
お、二十世紀の名花１
近代文明の厳しい母よ！
9９
生き生きとした情景は第一句の``脈拍”によって象徴されている。日々発展し、
躍動する大都会を読者の前に見せつける。これは1920年代に郭沫若が見た北九
州工業地帯の風景である。熊本学園大学・岩佐昌障教授の調査によると、門司
は明治中期から製造業が著しく発展し、1920年頃にはすでに日本最大の石炭生
産地と対外貿易地に成長した。八幡製鉄所、浅野セメント、帝国ビール、日本製
粉、朝日ガラスなどの工場がここに集中していた。門司は重工業と軽工業が共時
に発展する大都市であった4o･「筆立山頭展望」に見られる門司の情景は擬人の
手法によって生き生きと浮き彫りにされている。門司は臨海地域であり、大きな
港をもっている。各工場の製品はここから各地へと運ばれていく。近代汽船が門
司港を出入りし､入江にまで繁栄のあり様を呈している｡作者は港の海岸をキュー
ピットの弓に楡え、汽鉛と船尾に湧き出る白い波の帯を矢と楡え、出港する船を
海に放たれた一本一本の矢に瞼えた。放たれた矢は人間の生命の力を象徴してい
る。汽船が吐き出す黒煙は二十世紀の花、近代文明の母と職えられる。このよう
な情景はすべて筆立山山頂から展望されたものである。近代登山の目的は山頂を
征服し、周りの風景を愛でることであるので、この詩は登山と近代文明への礼讃
が一体となっていることが明らかである。用語は完全に口語で､感嘆詞“野”“峨
峨,，と「！」が頻繁に使用していることから､作者の情緒の高揚をリアルに伝え、
内的“声”はそのまま送っている。この詩の最も大きな特徴は叫びの連発形式で
あろう。「打着在、吹着在、叫着在、……」（打っている、吹いている、叫んでい
る)のような表現は､異なる動詞の進行形が次々と重なっていくという形式によっ
て、一つの不安定で、絶えず躍動する風景を描き出す。感動と躍動が入り混じり、
内面と外界が高揚する,情緒のなかに融合していく。この詩は分行詩ではあるが、
内容は緊密に連続し、－気Ⅱ可成になっているので、各行を繋げればそのまま散文
詩になる。この詩と同時期の『三葉集」において彼はまた、「今人は私たちの言
葉で私たちの生趣を現わす。これがすなわち新詩である｡」と強調した。「筆立山
頭展望」は彼が指向した口語詩の理想を実践した好例と言えよう。
「天狗」（天の狗）という詩も特徴的である。郭沫若は九州帝国大学医学部在学
中に人体解剖の実習を行ったときにこの詩を着想した。中国民間伝説の天狗伝説
と人体解剖を借り、自由奔放の精神を詠み出している。詩の各行の冒頭に第一人
称“我，,を冠している。
天狗
我是一条天狗軒！
我把月来呑了，
我把日来呑了，
我把一切的星球来呑了，
1００
我把宇宙来呑了。
我便是我了！
我是月底光，
我是日底光，
我是一切星球底光，
我是Ｘ光銭的光，
我是全宇宙Energy底思量！
いぬ
私Iよ-一匹の天の狗だ！
私は月を呑み込んだ、
私は太陽を呑み込んだ、
私はすべての星を呑み込んだ、
私は宇宙を呑み込んだ、
私は私になったのだ！
私は月の光、
太陽の光、
すべての星の光、
Ｘ線の光、
全宇宙のエネルギーの総量だ
この詩は全部で２９行、ここに冒頭の一部を挙げた。古代伝説を近代医学とを
融合した奇想天外な作品である。自称．､天の狗”の“我”は、日月星辰と宇宙を
呑み込んで､自分を全宇宙の生命まで高め､"全宇宙のエネルギーの総量，，になる。
詩の各行はすべて“我，，という第一人称を冠し、強い自我を前面に出している。
作者が表わそうとしたのは、自己と宇宙が二者合一の境地である4'。“ｘ光
線，，“Energy”はみな近代科学的用語である。郭沫若は英語を使っている。天の
狗の狂暴、‘情緒の躍動が一貫して詩を貫き、科学用語が情緒の頂点にぴったり合
致して使われている。一気呵成の激'情の表現には「いささかの造作も、一瞬の猶
予」４２も許さない。詩人の脳裏を駆け巡ったのはこれら科学用語の響き－内面
としっかり噛み合っている．`声”である。
近代意識は実は解剖学と密接に関連している。ルネサンス時代に発展した解剖
学は医学の発展を促進したのみならず、美術、文学、哲学、宗教学の分野にも啓
蒙的な働きをした。ダ・ヴインチやゲーテも解剖の専門家であった。解剖学の
発展は人びとにいままでの人種や階級の区分に異議を抱かせ、自然観察、自己反
1０１
省へと導き、更に観察の視野を宇宙へと広げた。“天の狗”はまさにこのような
意識の射程を象徴している。従来の批評には、「粗野、乱暴、叫び」などの点を
挙げて否定するものが多かったが、中国近代口語詩誕生の段階で、その「粗野、
乱暴、叫び」こそが、内面の“声，，を忠実に表現しようとした模索であり、主体
と“声,，の一体化を強く求める作者の願望の現われなのである。
「立在地球辺上放号」（地球のふちに立って叫ぶ）は“力のリズム,，を詠んだ詩
である。
元数的白云正在空中怒涌，
Ⅱ阿Ⅱ阿１好幅壮萠的北izk洋的情景酌！
元限的太平洋提起他全身的力量来要把地球推倒。
Ⅱ阿咽！我眼前来了的猿漉的洪涛吻！
Ｉ剛阿！不断的設坏，不断的Ｃｌ造，不断的努力酌！
Ⅱ阿咽１力吻！力吻！
力的鐙画，力的舞踞，力的音泉，力的時歌，力的Rhythm駒！
無数の白雲が空に沸き立つ、
ああ！壮麗な北氷洋の`情景抑
果てしない太平洋は葎身の力で地球を覆そうとする。
ああ！目に前に押し寄せる猿猿たる怒涛よ！
ああ！不断の破壊、不断の創造、不断の努力脚
ああ！力よ１カ脚
力の絵画、力の舞踏、力の音楽、力の詩歌、力のRhythmよ
郭沫若は「論節奏」でこの詩について解説している。特に「力的Rhythm」に
ついて彼は､｢海辺に立って波の轟々と砲えるような声を聞くと､思わず血が湧き、
腕が鳴る。精神には一種の前進しようとする勇気が湧きでる｡」４３と説明する。
郭沫若は九州帝国大学留学中によく海岸を散歩し､寄せては引いていく波を眺め、
波のリズミカルな音を聞いた。そのたびごとに彼は情緒の高ぶりを感じ、突如詩
興が襲来するという。この詩は「力的Rhythm」つまり力の躍動を識歌している。
第一句にある「白雲」は古典漢詩の世界では特別な意味を持つ。それは神仙の境
地、俗世間を離脱した境地、清らかで静の境地を現わす言葉であった。古典文化
の中で育った郭沫若はこのことは誰よりもよく分かっていたはず。しかし、「立
在地球辺上放号」にある「白雲」は“静，,とまったく反対で、空で渦を巻きなが
ら湧き出るのではないか１力の躍動を躯歌するこの詩には古典的概念の「白雲」
はそもそもそぐわないものである。郭沫若が敢えて「白雲」を使ったのには、彼
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が博多湾でそのような白雲を見たからである。彼が見た白雲は古典詩にある「白
雲」とまったく違っていた。彼は目の前にある白雲と海の怒涛を“力のリズム”
と感じた。そして心に高ぶる情緒をそのまま表現した。静寂の「白雲」を躍動す
る「白雲」にしたのである。
英語表現は最後の－句「力的Rhythm酌！」に見られるが、この－句は「郭
沫若全集」に収録される際に、「力の律呂贈！」と書き直されている。しかし
1920年「時事新報・学灯」に初めて掲載されたときは、「力的Rhythm酌！」に
なっている。つまり口語詩を試み始めたころ、郭沫若が“声,，を大事にしたこと
を物語っている。
詩の後半の三行はそれぞれいくつかの短い句が単純反復しながら、畳み込んで
いく。それは、運動のリズム、声のリズム、時間のリズムであり、短く速いテン
ポで力強く重ねていき、これら全部を合わせて「力のリズム」として、すべてを
上へと高める。一種の上昇、高ぶる効果を発揮している。たった７行の詩に感嘆
詞は１０回も使われ、「！」も１０回使われている。作者の感情の鷹揚を現わして
いる。郭沫若は「論節奏」に、「大海を見たことのない人は、私のこの詩を読め
ばきっとその狂暴さを嫌うだろう。しかし私と同じ体験を持つ人はあのような海
辺に立つと恐らく私と同じように叫ぶだろう。実は海の怒涛のリズムが私を鼓舞
したのであって、このように叫ばずにはいられないのだ｡」“と述べる。現実を
リアルに捉える。内面の情緒を直接に表現する。これは浪漫主義と自然主義を問
わず、近代文学の起源に存在する決定的な要素である。1920年代胡適たちが、
詩は“倣，，（作る）ではなく、"写，，（うつす）だと主張した理由もここにある。「立
在地球辺上放号」という詩は、“倣.．＝作ったのではなく、作者は風景の発見に
触発された情緒を“写”＝うつした詩である。その命は心の“声”を切実に表現
するこの－点にあると言える。
1920年秋､郭沫若は「秋蝉」という奇妙な詩を作った。詩はたった３行である。
１
．
酌
》
冴
声
呼
蝉
波
了
鳴
的
逝
的
浪
此
息
吋
侯
不
！
声
声
酌
声
声
秋
一
しきりに鳴く蝉よ１
秋糾季節の波の音脚
鳴きほそりつつ消えていく……
この詩は完全に“声”を詠んだ詩である。蝉の声、季節の声。蝉は夏中盛んに
鳴く。秋に入ると更ににぎやかに鳴く。しかし、その声はやがて終わる命をも象
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徴する。絶え間なく鳴く蝉（第一句）の声の中に、秋の足音が伝わって来る（第
二句)、秋が深くなるにつれて、蝉の声はだんだん消えていく（第三句)。たった
３行の詩は“声”を通して命が辿る行程をくっきりと詠み出している。たった３
行の詩に、「！」は３回も使っている。最後の句に「……」を使って、まさに消
え入ろうとする命の余韻を残している。こんなに簡潔な詩が、表現する内容はこ
んなにリアリテイに富んでいる｡この詩からわれわれは俳句の雰囲気さえ感じる。
俳句は季節によって言葉を使い分ける。蝉は夏の季語である。蝉、秋蝉は「万葉
集｣にすでに登場している。日本人が好んで詠む対象の一つである。高濱虚子に、
｢鳴きほそりつつ／秋の蝉／ををしけれ」という句がある。この句は“声，，をポ
イントに、命の強さを表現している。郭沫若の「秋蝉」は三節区切りという形式
は俳句と同じであり、“声'，に表現の重心を置くという点で、高濱虚子のこの句
と似通っている。郭沫若が留学中に和歌や俳句を読んでいたことは彼の書簡等で
すでに知られている。『三葉集』で詩歌の`性格について友人と討論した中で、「日
本の古詩人西行上人と芭蕉翁の和歌、俳句は」“沖淡,，（淡白）の詩だと言及して
いる。松尾芭蕉は江戸時代の俳譜大家、わびさび、’活淡を俳風として世に名を馳
せた。芭蕉の俳句は五、七、五の発句に七、七と続ける所謂連歌の形式を取り、
俳譜の連歌ともいう。俳譜の連歌が明治時代に入り、正岡子規の改革によって、
発句の部分が独立して、五、七、五形式になる。正岡子規は写生､写実をモットー
に、新たに俳句の世界を開拓した。高濱虚子も基本的に写生、写実において正岡
子規を継承したのである。実際の情景を平易な言葉で詠むという俳譜や俳句は、
中国近代口語詩を模索していた郭沫若にヒントを与えたかどうかは興味深い問題
であろう。少なくとも、簡潔な形で、“声,，を端的に表現するという点で、「秋蝉」
は日本の俳句と共通する特徴をもつと言えよう。漢字と表音文字の仮名が混在す
る日本語、特に和歌、俳句の表現形態が口語文学を模索する中国の知識人たちに
一定の啓発と影響を与えたことは注目に値する。この方面の研究を今後更に深め
る必要があろう。
結論
中国近代詩はそのスタートの第一歩からすでに精神と言語、内容と形式の問題
を孕んでいた。新文学の誕生は単に古い制度、古い形式に反抗するだけでは実現
できない。新しい認識が必要である。歴史的に文学の起源に遡行し、客観的に各
時代の文学の特質を捉え、その上で新しい文学を指向する。言文一致に相当する
口語文学運動の大きな功績は､新しい認識世界と表現世界を開拓したことであり、
これまでの文学の概念と言語概念を根本的に転倒したことであると言えよう。
２０世紀初頭、多くの中国知識人が故郷を離れ、海外へ留学した。彼らは海外
で汲汲として近代科学と近代思想を吸収した。異国の人文環境、自然環境の中で
1０４
彼らは自国のこれまでの文化や制度を客観視し始め、中国の近代化について考え
始める。郭沫若においては、日本で体験した“風景，，の発見は彼に大自然を自然
のままに感受することを教え、自己の内面を見つめることを啓発した。彼の浪漫
的な精神がここに由来し､詩歌の魂がここに目覚める。これまで見てきたように、
彼は心理学、美学、認識論の角度から詩歌を探求し、“情緒”と‘`節奏，，（リズム）
に関する分析は胡適より更に一歩深まった。口語詩実践においては、確かに胡適
の「嘗試集」は近代中国口語詩を最初に実践した大胆な作品であり、詩集に収め
られた多くの詩は口語形式になっている。しかしなかには定型詩も見られる。こ
の段階では胡適はまだ完全に古典詩の束縛を脱しきれないでいた。詩の形態と韻
律においては、なお古典詩の形式を残している。一方、郭沫若の『女神」は徹底
した口語形式を採っている。彼は執勧に“声，，を追求した。自然の“声"、時間
の“声"、音楽の“声"、心の．`声,.、彼は山や海に見出した“風景，，の中で拾っ
た“声,,を詩で表現しようとした。その実践は大胆奔放で、時には破壊的にきえ
見える。彼の口語詩に対する評価の分裂もここに由来すると言える。
近代口語詩の確立は決して短い時間でできたのではない。日本の場合は明治
30年代頃まで､詩と言えば漢詩を意味していた。明治初期に｢新体詩抄Ⅱ海潮音」
などの翻訳詩、『若菜集』のような新しい表現形式に挑戦する詩歌があったが、
五言、七言の古典漢詩は依然として詩歌の主流を占めていた。明治40年代以後、
北原白秋、高村光太郎らの努力によって、口語詩はようやく完成したのである。
中国の口語詩も古典詩歌との衝突を経て、幾度もの実践を通してその存在権を獲
得した｡胡適や郭沫若の新詩はみなこの時期の反抗と模索を代表する実践である。
｢女神』はこの過程のなかで重要な役割を果たした。それは近代人の内面の“声，，
を詩に発し､音声の優位を勝ち取ったことであろう。近代口語詩が定着した今日、
『女神」の多くの詩はあまりにも乱暴で、粗野でスローガンに近く、美しくない
と感じる読者が多い。しかし､これはまさに「女神」の浪漫精神の“周辺性，，､.､非
古典性，，、“非正統`性”なのであり、1920年代口語詩誕生には必要であった。そ
の大胆で画期的な文学行為は重要な意味を持つ。「女神」が出版当初青年たちの
熱狂的な情熱を引き起こしたのは、近代人の内面の“声'，を周辺から中心に向け
て発したからである。「女神」の“声”は伝統的文学から見れば大変過激で、非
主流的ではあるが、しかしその“声，，がひとぴとの抑圧された心の叫び、特に青
年たちの叫びを表出した。だからこそ青年たちが鼓舞されたのである。そういう
意味で、「女神』が言文一致の新詩運動に果たした役割と意義を歴史的観点から
研究し、評価することが必要であると考える。
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